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氷
の
神
殿｢

雲
竜
渓
谷｣

 

平
成
２
８
年
１
月
３
１
日
（
日
） 

  

稲
荷
川
は
、
そ
の
源
を
女
峰
山
・
赤
薙
山
に
発
し
、
日
光
東
照
宮
・
二

荒
山
神
社
・
輪
王
寺
な
ど
の
世
界
遺
産
の
東
部
を
流
れ
、
神
橋
の
約
３
０

０
ｍ
東
で
大
谷
川
に
合
流
す
る
急
流
河
川
で
あ
る
（
流
域
面
積
１
２
．
４

平
方
㎞
、
流
路
延
長
９
．
８
㎞
、
平
均
勾
配
１
／
１
０
）
。
こ
の
急
峻
な
山

地
斜
面
に
は
薙
（
な
ぎ
）
と
呼
ば
れ
る
深
さ
１
０
０
ｍ
程
の
大
小
側
刻
渓

が
谷
壁
を
刻
ん
で
両
側
か
ら
流
下
し
、
こ
の
地
形
条
件
の
も
と
豪
雨
出
水

に
伴
う
土
石
流
に
よ
る
既
往
災
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
１
９

１
８
（
大
正
７
）
年
か
ら
国

の
直
轄
事
業
と
し
て
、
現
在

ま
で
２
０
基
を
超
す
堰
堤

が
作
ら
れ
て
い
る
。 

今
回
の
山
行
は
そ
の
上

流
に
あ
る
、
女
峰
山
の
南
東

の
標
高
１
，
４
０
０
ｍ
地
点

の
雲
竜
渓
谷
を
訪
ね
る
計

画
で
あ
る
。
毎
年
寒
さ
の
一

番
厳
し
い
１
月
下
旬
か
ら

２
月
上
旬
に
渓
谷
か
ら
し

み
だ
し
た
地
下
水
が
凍
結

し
渓
谷
全
体
が
美
し
い
氷

壁
と
な
る
こ
と
か
ら
、
２
月

の
定
例
山
行
と
し
て
、
１
月

に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

 

前
日
の
雪
か
ら
一
転
し
て
、
快
晴
で

あ
る
。
実
施
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
定
刻

通
り
午
前
６
時
野
崎
を
出
発
。
日
光
市

内
に
入
る
と
、
さ
す
が
に
雪
の
量
が
増

し
、
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
く
る
。
７
時

５
分
、
駐
車
場
所
に
到
着
。
瀧
尾
（
た

き
の
お
）
神
社
の
近
辺
だ
。「
そ
う
い
え

ば
男
体
山
の
８
合
目
で
も
同
じ
名
前
を

見
た
な
ぁ
。
」
本
当
は
、
林
道
の
終
点
近

く
ま
で
行
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ

は
狭
い
の
で
、
道
路
に
置
く
よ
う
に
なる

た
め
安
全
な
こ
こ
を
選
ん
だ
。 

 

７
時
２
５
分
出
発
。
最
初
は
な
だ

ら
か
な
登
り
だ
が
、
雪
の
た
め
慎
重

に
歩
み
を
進
め
る
。
案
の
定
、
乗
用

車
が
立
ち
往
生
し
て
い
る
。
そ
ん
な

姿
を
横
目
に
我
々
は
杉
の
植
林
の
中

を
ひ
た
す
ら
登
る
。 

 

８
時
１
７
分
、
ゲ
ー
ト
到
着
。
一

般
車
は
こ
こ
ま
で
。
登
山
届
ボ
ッ
ク

ス
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
皆
元
気
で
、

足
慣
ら
し
の
気
分
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
歩
く
こ
と
約
１
時
間
、
稲
荷
川
展

 

 
杉林の中を進む 

 
一般車はここまで 
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望
台
（
日
向
砂
防
ダ
ム
）
に

到
着
。
展
望
は
い
よ
い
よ
開

け
、
赤
薙
山
等
霧
降
高
原
の

尾
根
筋
が
目
の
前
に
現
れ

る
。
く
た
び
れ
て
き
た
時
に

は
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
１

０
分
の
休
憩
の
あ
と
さ
ら

に
登
る
。 

 

１
０
時
ち
ょ
う
ど
に
空
沢
の
工
事
現
場

事
務
所
に
到
着
。
こ
こ
で
は
、
登
山
者
向

け
に
休
憩
用
の
ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ
を
提
供

し
て
い
る
。
冬
の
間
は
特
に
嬉
し
い
配
慮

で
あ
る
。
こ
こ
で
ア
イ
ゼ
ン
や
ピ
ッ
ケ
ル
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
い
よ
い
よ
本
格
的

な
登
山
に
入
る
。
道
は
二
手
に
分
か
れ
て

い
る
。
た
め
ら
わ
ず
川
沿
い
の
道
を
進
む
。

何
カ
所
か
渡
渉
を
行
う
。
ピ
ー
チ
ク
・
パ

ー
チ
ク
賑
や
か
に
渡

る
。
出
発
前
に
藤
田

先
生
に
脅
か
さ
れ
た

せ
い
か
、
皆
慎
重
に

進
む
。 

 

１
０
時
５
５
分
、

雲
竜
渓
谷
入
り
口
に

到
着
。
先
程
の
林
道

と
合
流
す
る
。
急
な

階
段
を
１
０
ｍ
ほ
ど

下
り
、
川
沿
い
に
登

る
こ
と
１
５
分
、
い

よ
い
よ
氷
の
氷
柱
が

迎
え
て
く
れ
た
。
例

年
よ
り
は
暖
冬
の
た

め
成
長
が
悪
い
そ
う

だ
が
、
筆
者
は
初
め
て
の
景
観
に
感
動
し
き
り
で
あ
る
。
言
葉
は
要
ら
ぬ
。

皆
カ
メ
ラ
に
夢
中
で
あ

る
。
こ
の
頃
か
ら
残
念
な

が
ら
、
青
空
も
消
え
ま
た

渓
谷
の
中
な
の
で
、
光
も

少
な
く
な
り
寒
く
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
一
番
奥
の
雲
竜
瀑

の
下
に
到
着
。
記
念
写
真

撮
影
の
後
は
、
氷
柱
の
下

に
潜
っ
た
り
で
氷
の
世

 

 

 

 
これから始まる雲竜渓谷に胸踊らせる会員たち 
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界
を
堪
能
。
そ
ろ
そ
ろ
お
腹
も
空
い

て
き
た
の
で
、
先
程
の
雲
竜
渓
谷
入

り
口
の
広
場
に
て
昼
食
。
思
い
思
い

の
食
事
を
頂
く
。 

 

１
２
時
３
５
分
、
下
山
開
始
。
今

度
は
渡
渉
を
嫌
い
林
道
を
進
む
が
、

上
り
と
同
じ
位
の
時
間
が
か
か
る
。 

 

登
山
口
の
ゲ
ー
ト

に
着
い
た
時
は
、
ヨ
レ

ヨ
レ
。
朝
と
は
大
き
く

違
い
、
こ
こ
ま
で
車
で

来
た
人
や
、
タ
ク
シ
ー

を
調
達
し
て
い
る
人

を
羨
ま
し
く
感
じ
た
。

長
時
間
ア
イ
ゼ
ン
を

付
け
て
登
る
訓
練
の

必
要
性
を
痛
感
。
足
の

裏
に
マ
メ
が
で
き
た

よ
う
で
す
。 

１
５
時
５
分
駐
車

場
に
無
事
到
達
。
今
日

の
歩
行
距
離
は
、
１
６
．

８
㎞
。
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
で
も
、
充
実

し
た
一
日
で
し
た
。 

（
伊
藤 

文
之 

記
） 

 
雲竜瀑の前で 

 
                             このスケール感を味わって下さい 

 
一段上の雲竜瀑 



15-4 
 

 

○ 参加者 海津（ＣＬ）、薄井（ＳＬ）、市村（会計）、伊藤（記録）、伊藤（報告書・撮影）、 

      大金、藤田、鐘ヶ江、斎藤 

○ コースタイム 

野崎＝瀧尾神社Ｐ－登山口ゲート－稲荷川展望台－空沢休憩所－雲竜渓谷入口－雲竜瀑－ 

06:00 07:05～25  08：17～22   09:20～30    10:00～15  10:55～11:00 11:15～50 

雲竜渓谷入口－空沢休憩所－稲荷川展望台－登山口ゲート－瀧尾神社Ｐ＝日光おかき＝野崎 

12:05～35（昼食）13:15     13:47      14:25      15:05～15  15:25～50  16:40 

 

○ と き 平成 28 年 1 月 31 日(日) 

○ ところ 日光市 雲竜渓谷 

○ てんき 晴れのち曇り 

○ おあし 1,500 円 

○ あ し 海津車、伊藤車 

カシミール 3D にて作成 

※瀧尾神社 

女峰山の守り神「田心姫命（たごりひ

めのみこと）」がご神体 

※二荒山神社 

 男体山の守り神「大己貴命（おおな

むちのみこと）」がご神体 


